
テニピンからテニバレーへ 
〜素材から教材への再構成〜 

 
日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 

  
昨年度は体育館でダンボールテニスを行いました。（写

真右） 
感染症対策を踏まえて各自でマイラケットを作成し、体

育館１２面での学習形態をとりました。密になることな
く、コロナ禍の中でもそれなりの学習効果があったように
感じているところです。 
 そんな中、日本テニス協会が推し進めるテニピンという
ものを知ったので、昨年度中に日本テニス協会のテニピン
用具無償提供キャンペーンに応募し、テニピンラケット４
０個とスポンジボール３６個をいただき今年度の実践に
備えることにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 運動会後にグランドにコート４面を作り、いよいよテニピンの授業を始めてみました。 
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テニピンの評価基準（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料）

授業づくりのポイント

　「テニピン」の単元構造図　：中学年　（１０／４～２９）

学習目標
（ゴールイメージ）

（１）次の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方を知るとともに、易しいゲームをすること。

　ア　ゴール型ゲームでは、基本的なボール操作とボールを持たないときの動きによって、易しいゲームをすること。

　イ　ネット型ゲームでは、基本的なボール操作とボールを操作できる位置に体を移動する動きによって、易しいゲームをすること。

　ウ　ベースボール型ゲームでは、蹴る、打つ、捕る、投げるなどのボール操作と得点をとったり防いだりする動きによって、易しいゲームをすること。

（２）規則を工夫したり、ゲームの型に応じた簡単な作戦を選んだりするとともに、考えたことを友達に伝えること。

（３）運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたり、勝敗を受け入れたり、友達の考えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすること。

学
習
の
流
れ

・高温下が予想されるため、休憩、水分補給を

自分でとる習慣をつけさせる。

・教師側から肯定的フィードバックを意図的に多

く与え、失敗してよい雰囲気づくりに努める。

・単元末までに「できる」ようにならなくても「わか

る」という状態にはなってもらうため、視覚や聴

覚を使った授業づくりに努める。

・子どもたちが主体的に課題や解決方法を見つ

けていく授業スタイルを目指していく。

＜準備物＞

・タブレット端末、マイク、大型扇風機、プロジェ

クター、タイマー、リズム太鼓、コーン、バー、

ポール、ゴム、スポンジボール、ラケット（各自）

＜チームとコート＞

・4人×８チーム　試合コートは４面

評
価

ロイロノート 

ロイロノート 、観察

観察・ビデオ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①テニピン の行い方について，言ったり書いたりしている。

②用具を使って、相手コートに打ち返すことができる。

③ボールを操作しやすい位置に移動することができる。

①規則を工夫したり、ゲームの型に応じた簡単

な作戦を選んでいる。

②考えたことを他者に伝えてている。

①運動に進んで取り組もうとしている。

②規則を守り，誰とでも仲よく運動しようとしている。

③勝敗を受け入れようとしている。

④友達の考えを認めようとしている。

⑤場や用具の安全に気を付けている。
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ACP運動遊び
（グリコ・長縄玉突き跳び）

今日のめあて、学習の確認

今日の学習の振り返り

テニピン大
会

＜開会式＞

・予選リーグ

・決勝リーグ

＜閉会式＞

総括的評価

思考をを深める発問 ・ 思考を追認する発問 ・作戦タイム（個人・集団）

単元の

振り返り

単元の

ゴール

イメージ

大会確認
抽選会

①行い方

②伝える

①愛好的

②公正・協力

③責任

④共生

（８つの等質チーム）
⑤健康・安全

③オフザボール

②ボール操作

①工夫・選ぶ ②伝える

①工夫・選ぶ

②ボール操作

コート４面（写真） 
単元構造図 
テニピンの動画 
テニピンのパンフレット 

昨年度 1 月に本校に届いた

テニピンの用具 

昨年度の授業の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
T２の先生から「ボールを大きくしてみては」とアドバイスをいただいた。 
これで少しはボールコントロールの簡易化へ！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一度で必ず返すというルールを繋いで返しても O K に変更。 

理由は…・ミスしても仲間がカバーできる 
・仲間と連携して守りと攻めを楽しめる 

 
※図１「教材づくりの基本視点」を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どう見てもエラーが起きている状態  
運動嫌いを作る可能性大 

（2016 清水） 

コントロール性の問題だけ
でなく力一杯打てる 

仲間と協力できる 

実際にやってみると 

テニピンを楽しそうにやっているお手本動画 



図１.教材づくりの基本視点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まだまだ改善の余地ありですが、いい勉強の機会をいただきました。 

最終的には各学年で投票し、どちらかを大会に 

「学習内容」の明確さ 
 
 

《内容的視点》 
 

素 材       再構成       教 材 
（加工・改変） 

 
 

《方法的視点》 
 
 

学習意欲の喚起 
（岩田 1994） 

知識・認識 
（わかる） 

技術・戦術 
（できる） 

社会的行動 
（かかわる） 

 

学習機会の

平等性 
能力の発達段階

や興味・関心 
プレイ性の

確保 
 

（教具・教授行為） 
 

ちょっとしたことで、 
歓声と笑顔の多い単元に変化しました 


